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硬化セメントペースト中の I-の移行挙動を評価することを目的として、I-の拡散試験及び収着バッチ試験を行

った。I-の移行挙動とモノサルフェートなどの硬化セメントペーストの水和生成物との関係について考察し

た。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の合理的な廃炉のためにはコンクリート中での核種の移行挙動の理解が必要である。

129I は処分の安全評価における重要核種であり、セメントの水和生成物であるモノサルフェートやエトリンガ

イトが I-や IO3
-を固定化するメカニズムはある程度明らかになっているものの、複数の鉱物から構成される

硬化セメントペースト（HCP）中での I-の固定化のメカニズムについては不明な点が多い。本研究では、HCP

中の I-の移行挙動の解明を目的とし、特性の異なる HCP などを対象に I-の拡散試験及びバッチ収着試験を行

い、I-の移行挙動に影響を与える因子について検討した。 

2. 実験 

HCP試料は、普通ポルトランドセメント及びイオン交換水を水セメント比(w/c比)0.36、0.45、0.60となるよ

うに混錬し、円柱状（24.5 mmφ×54.5 mm）に成型した後、50 ℃でセメント平衡水中にて養生したものを

用いた。拡散試験では、この試料の端面にNa125Iを塗布し、所定温度(15, 25, 40, 50 ℃)で所定期間拡散させた。

その後セクショニングを行い、セクショニング試料の放射能を測定してI-の濃度プロファイルを得た。バッチ

収着試験では、HCP試料を粒径が46〜75 μmとなるよう粉砕し、固液比が1:100となるようセメント平衡水に

浸漬し、所定濃度のNa125Iを加えて攪拌した。所定期間後、固液分離し、液相中の放射能を測定して見かけの

収着分配係数(Kd)を得るとともに、固相をXRD及び固体NMRで分析した。 

3. 結果と考察 

バッチ収着試験から得られた Kdの経時変化を図 1 に示

す。Kdは 42 日間増加し、一定値に到達しなかった。材令

91 日の HCP を用いたことから、42 日間での Kdの増加は、

HCP の水和反応の進行以外の要因によると考えられる。

また、収着期間 42 日の時点において w/c 比が 0.60 の場合

の Kd値は w/c 比 0.36 , 0.45の場合の約半分となった。w/c

比の異なる HCP は、水和生成物の含有率や特性が異なっ

ているため、これらが Kdの経時変化を含む I-の収着挙動

に影響を及ぼしたものと考えられる。 
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図 1 粉末 HCP中の I-の Kdの経時変化 
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